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東京国立博物館
盲学校のためのスクールプログラム

平成23年度
ミュージアムエデュケーター研修

東京国立博物館 鈴木みどり

盲学校のためのスクールプログラム盲学校のためのスクールプログラム

•• 開発のいきさつ開発のいきさつ

•• プログラム内容プログラム内容

•• プログラムの開発経緯プログラムの開発経緯

•• ボランティアの役割。なぜ、ボランティアか？ボランティアの役割。なぜ、ボランティアか？
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テーマを選んだいきさつテーマを選んだいきさつ

•• 国立博物館として、障害を持つ方へのアクセ国立博物館として、障害を持つ方へのアクセ
スが不十分スが不十分 （建物、コレクション、人材）（建物、コレクション、人材）

•• 盲学校の生徒に対して、スクールプログラム盲学校の生徒に対して、スクールプログラム
での受け入れができていないでの受け入れができていない（教育普及室）（教育普及室）

•• ボランティアの点字グループの活躍の場がなボランティアの点字グループの活躍の場がな
いい（ボランティア室）（ボランティア室）

•• 八王子盲学校の弱視生徒受け入れにより、八王子盲学校の弱視生徒受け入れにより、
盲学校対応のプログラムができないか考えた盲学校対応のプログラムができないか考えた

概要概要
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平成平成2323年年44月から月から

本格実施。盲学校本格実施。盲学校
（小・中・高校）（小・中・高校）

対応対応

盲学校のためのスクールプログラム ねらい

盲学校の生徒のみなさんが、博物館に親しみ
をもち、目的をもって、楽しみながら観覧でき
ること

日本と東洋の伝統美術、歴史に親しむこと

日本の伝統文化に興味をもち、生活の中でも
つながりをみつけられること
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盲学校のためのスクールプログラムの特徴

 一人一人の生徒の興味やペースにあわせる

 コミュニケーションを大切にする

 全盲、弱視にかかわらず、一緒に楽しみながら体験
できる

生涯学習ボランティアのバリアフリー班による対応
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4つのプログラム

A. トーハク探検

B. 日本の模様・貝合せ

C. トーハク・トーク・ツアー

D. 日本の模様でデザインしよう

A.トーハク探検（約50分）

 初めて来館する生徒のためのプログラム。

 模型にふれることで、博物館の歴史、本館のた
てもの、展示室の概要を知ることができます。

 博物館でのマナーについてもお話します。

 事前授業、もしくは展示見学当日の最初におす
すめ。（出前授業もできます）

 見学前の期待感を高められます。
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博物館の建物の中
にてんじしてある物
でけんやよろいかぶ
となどをさわらせても
らいとてもおもしろく
建物のこうぞうもだ
いたいわかりました。

東京国立博物館がと
ても広いことや、2階建

てだということがわか
りました。扇子や刀な
どを触りました。特に
刀を触ったときに先が
長かったことが印象に
残りました。
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B. 日本の模様・貝合せ(約50分）

本物のハマグリを使った「貝合せ」の
ゲームを通しながら、日本の伝統模
様にふれられるプログラムです。

模様の意味や形態について親しみを
もてます

点字と墨字でもようの名前を紹介
立体的な
もよう
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• 中の模様や絵が触りやすく、点字のカードも
あって、とても解りやすかった。弱視や全盲、
晴眼者も遊べる楽しいゲームだと思う。

• とても楽しかった。模様が触れて良かった。

C. トーハク・トーク・ツアー(約30～90分）

 博物館スタッフとともに、作品や展示室について、対
話しながら鑑賞します。

 言葉や体で表現したり、ツールをさわったり、たても
のの一部にさわったりしながら、コミュニケーションを
楽しみます。

 生徒一人ひとりのペースや興味にあわせて見学しま
す。
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博物館の内装で唐草模様が至る所にありましたが、

私は説明を聞かなかったら、小さなものはなかなか

気付かなかっただろうと思います。

一番印象に残ったのは茶道具で「さわらび」と
いう茶碗や粉末の茶をいれる「なつめ」や再
現された茶室など古きよき日本文化をたのし
めました。
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ボランティアの方も、いろいろな質問に答えて
いただいたりとても良くしていただきました。
とてもわかりやすかったです。

D. 日本の模様でデザインしよう（約15分～）

日本の伝統模様のスタンプやコラー
ジュなど、シンプルな材料を使った制
作プログラム

リラックスした雰囲気の中で、日本や
東洋の美術に対する関心を深めます
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桜や梅の形をした紙
をはがきに貼りまし
た。いいハガキにな
りました。

材料をいろいろ用意して
いただき、楽しんでつくる
ことができました

生徒さんの感想から

 まるで日本の歴史をタイムスリップして体験して
いるように思いました。

 短い時間で見きれないところもありましたが勉強
になり、充実した時間でした。本当にありがとう
ございました。またいきます。
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おみやげキット 日本の模様

博物館での感動をもちかえり、
思い出しながら、学校で使ってみる。
日常生活の中でも、伝統文化との
つながりをみつけてみる。

１．模様の意味を考えて、グループ
分け

２．自分だけのペアを作ろう

３．こすりだしで、自分の絵を作ろう

触知図

• 本館の展示室の、触って
わかる地図

• 建物、展示室、展示作品
の特徴をあらわす

• 本館20室に常設

• 来館者の誰でも触れるこ
とができる

• ボランティアは、来館者と
のコミュニケーションを通
して、来館者の博物館へ
の興味を広げる

• 当館のバリアフリーの取
り組みを紹介する
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概要概要

実施時期
計画事項

①委員会 ②プログラム・教材開発、実施 ③ボランティア研修

5月中旬 協力者選定 東京国立博物館、九州国立博物館の既存教材の確認 ボランティア募集開始

6月20日
(日)
於：平成館第四会
議室

第一回調査研究委員会
13:30～16:30

方針の決定、新規教材開発開始
既存教材の応用検討
九州国立博物館「きゅうぱっく」貸与

ボランティア22名決定、委員会メンバーにより研修方針の決定

7月25日
(日)
於：平成館小講堂

第一回ボランティア研修（障害者理解、視覚障害者理解、博物館に必要な
もの）真下弥生氏、半田こずえ氏 13:30～16:30

8月28日(土)
於：平成館小講堂

第二回調査研究委員会
9:30～12:30

教材制作進み具合の報告、盲学校アウトリーチプログラムの検討 第二回ボランティア研修（盲学校と美術教育について）大坂ふみ江氏、山
本識氏
13:30～16:30

10月4日(月) 八王子盲学校の授業見学、プログラム検討 第三回ボランティア研修(実地)
八王子盲学校 9：55～12：30

10月16日(土)
於：小講堂

第三回調査研究委員会
9:30～12:30

学校でのプログラム検討 第四回ボランティア研修（実例紹介 水戸芸術館現代美術センター教育プ
ログラムコーディネーター
森山純子氏、白鳥建二氏）
13:30～16:30

11月1日(月)
於：小講堂

第五回ボランティア研修
盲学校でのプログラムについて、教材を使っての研修とディスカッション
13：30～16：30

11月22日(月) 文京盲学校にてプログラム実施 第六回ボランティア研修(実地)

11月29日（月） 八王子盲学校にてプログラム実施 第七回ボランティア研修(実地)

12月18日(土)
於：小講堂

第四回調査研究委員会
9:30～12:30

見学対応プログラム検討 第八回ボランティア研修
盲学校の博物館見学に向けて、教材を使っての研修とディスカッション
13：30～16：30

1月24日
(月)14:00～
15:50

東京国立博物館で文京盲学校見学対応 第九回ボランティア研修(実地)
13:00～17:00

2月10日（木）
13:00～14:50

東京国立博物館で八王子盲学校見学対応 第十回ボランティア研修(実地)
13:00～16:00

2月13日（日）
平成館小講堂

第五回調査研究委員会
9:30～12:30

盲学校対応用スクールプログラム作成
触地図作成

第十一回ボランティア研修(実例紹介：国立民族学博物館 広瀬浩二郎氏)
13:30～16:30

3月4日 ボランティア研修（準備等）教員対応スクールプログラム準備

3月5日（土）
於：大講堂

盲学校教員対応スクールプログラム研修会 第十二回ボランティア研修(実地)
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研究委員会の発足研究委員会の発足

•• メンバーメンバー

八王子盲学校、文京盲学校美術教員、八王子盲学校、文京盲学校美術教員、
障害者の美術館鑑賞の有識者障害者の美術館鑑賞の有識者

九州国立博物館研究員九州国立博物館研究員

＋各ボランティア研修講師（水戸芸術館アート＋各ボランティア研修講師（水戸芸術館アート
センター、国立民族学博物館ほか）センター、国立民族学博物館ほか）

二ヶ月に一回の割合で開催二ヶ月に一回の割合で開催

教材開発教材開発

１．触れることで、東京国立博物館の建物、展１．触れることで、東京国立博物館の建物、展
示の概要を知ることができるもの示の概要を知ることができるもの

２．事前授業、もしくは展示見学当日の最初に２．事前授業、もしくは展示見学当日の最初に
使い、期待感を高めるもの使い、期待感を高めるもの
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東東
京京
国国
立立
博博
物物
館館
本本
館館
模模
型型

教材２教材２
１．日本美術の作品の特徴を示すもの１．日本美術の作品の特徴を示すもの

２．ワークショップとして発展性があるもの２．ワークショップとして発展性があるもの
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対応するボランティアについて

イベント班
約40名

東京国立博物館生涯学習ボランティア

約160名

全員、来館者対応の基本活動を行う

ワークショップ班
約40名

バリアフリー班
22名（平成22年度）
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バリアフリーボランティアの研修バリアフリーボランティアの研修
（全（全1212回、ボランティア回、ボランティア2222名）名）

•• 視覚障害者とは？どんな障害？視覚障害者とは？どんな障害？

•• 公共機関での障害者対応について公共機関での障害者対応について

•• 盲学校の生徒たちの学び方、特徴、美術科盲学校の生徒たちの学び方、特徴、美術科
目の重要性について目の重要性について

•• 視覚障害者と見る博物館見学の実践視覚障害者と見る博物館見学の実践

•• モデル校への実践（学校での事前授業、博物モデル校への実践（学校での事前授業、博物
館での見学対応）館での見学対応）

ボランティア研修ボランティア研修
障害者について理解

言葉を中心とした見学建物のハンズオンの検討

教材を使ったプログラムの検討
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モデル校での事前授業モデル校での事前授業
•• 本館模型本館模型

博物館に行く前の概要の博物館に行く前の概要の
理解と、わくわく感を高理解と、わくわく感を高
めるめる

•• 貝合わせ貝合わせ

日本美術に見られる日本美術に見られる
伝統模様について知る伝統模様について知る

共通テーマ：模様

生徒の感想生徒の感想

•• 博物館の建物の中に展示してある物で剣や甲冑などをさわ博物館の建物の中に展示してある物で剣や甲冑などをさわ
らせてもらい、とてもおもしろく建物のこうぞうもだいたいわからせてもらい、とてもおもしろく建物のこうぞうもだいたいわか
りました。東京国立博物館が一番古い事もわかりました。りました。東京国立博物館が一番古い事もわかりました。
色々な物をさわる事ができてとても楽しかったです。色々な物をさわる事ができてとても楽しかったです。

•• 貝あわせのゲームではもみじやとんぼ、うさぎなどのもよう貝あわせのゲームではもみじやとんぼ、うさぎなどのもよう
があり、もようもはっきりしてわかりやすかったです。があり、もようもはっきりしてわかりやすかったです。22月に国月に国
立博物館へ見学へ行く時にはまた色々な物が見れるのが楽立博物館へ見学へ行く時にはまた色々な物が見れるのが楽
しみです。しみです。

•• 東京国立博物館がとても広いことや、東京国立博物館がとても広いことや、22階建てだということが階建てだということが
わかりました。扇子や刀などを触りました。特に刀を触ったとわかりました。扇子や刀などを触りました。特に刀を触ったと
きに先が長かったことが印象に残りました。それから貝あわきに先が長かったことが印象に残りました。それから貝あわ
せのゲームをやったことが楽しかったです。せのゲームをやったことが楽しかったです。
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改めて、なぜボランティア？改めて、なぜボランティア？

•• 東博が好き！東博が好き！ 来館者に東博のよさを伝えたい来館者に東博のよさを伝えたい

•• 東博のことをよく知っている！東博のことをよく知っている！

•• それぞれに、興味の幅が広いそれぞれに、興味の幅が広い

•• バリアフリー班は、特に、バリアフリー対応に関心バリアフリー班は、特に、バリアフリー対応に関心
が深いが深い

•• 人生経験が豊か。人生経験が豊か。

•• 勉強熱心、やる気がある勉強熱心、やる気がある

•• 来館者への対応が好き来館者への対応が好き

↓↓

•• 職員とは、一味違った、幅広い対応ができる職員とは、一味違った、幅広い対応ができる

•• バリアフリー班を中心に、全ボランティアのババリアフリー班を中心に、全ボランティアのバ
リアフリーへの意識が高まるリアフリーへの意識が高まる

•• ボランティア活動へのやりがいも高まるボランティア活動へのやりがいも高まる
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館内のバリアフリー化館内のバリアフリー化

障害を持つ方へのアクセスについて、館内職障害を持つ方へのアクセスについて、館内職
員や、ボランティア内で、意識が高まっている員や、ボランティア内で、意識が高まっている

•• ホームページ上におけるバリアフリーマップホームページ上におけるバリアフリーマップ
の作成の作成

•• 館内案内ボランティアやガイドボランティアに館内案内ボランティアやガイドボランティアに
よる、コミュニケーションボードの使用よる、コミュニケーションボードの使用

•• 館内の施設面でのバリアフリー化の検討館内の施設面でのバリアフリー化の検討

今年度今年度

•• 盲学校の受け入れ本格実施盲学校の受け入れ本格実施

広報、ネットワーク作り、実際の受け入れに広報、ネットワーク作り、実際の受け入れに
際しての調整、際しての調整、 受け入れ後の評価、新プロ受け入れ後の評価、新プロ
グラムの検討グラムの検討

•• バリアフリーボランティアの継続と新規バリアフリーボランティアの継続と新規
ボランティアの募集、研修ボランティアの募集、研修

•• 大人の視覚障害者の対応の検討大人の視覚障害者の対応の検討

•• 他の障害対応の検討、研修他の障害対応の検討、研修

•• 通常のプログラムでの応用をめざす通常のプログラムでの応用をめざす
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実際には

• 今のところ、小学校の対応1件のみ。「博物館
のお仕事」をテーマに来館。

• 申し込みはあまりないが、先生方の関心は高
いようす。

• 弱視教育研究会

• 北九州盲学校の教員の見学

• 委員の波及効果あり。（全日本盲学校研究大
会の発表など）

東京国立博物館でお待ちしています


